
第2回新居浜市SDGs推進プラットフォーム・SDGsセミナー

ESD for 2030
～グローカルな歩みと取組を未来へつなぐ～

特定非営利活動法人えひめグローバルネットワーク
代表理事 竹内よし子



1. 活 動 歴 25 年 （1998年4月「国際協力勉強会」として発足、2005年10月NPO法人化）        

2. 活動分野 国際・環境・教育 ⇔ ネットワーク・パートナーシップ構築

3. 活動範囲 愛媛県、四国、全国、海外：アフリカ・モザンビーク

4. 職   員 14～18 名 （常勤・非常勤・学生アルバイトを含む）

5. ビジョン あらゆる人々が 人として 平和な日々をおくることができる

持続可能な社会を実現すること

6. 特徴・モットー

   

国内外を問わず、地域と地球規模の視点で捉えることを

大事にしているグローカルな団体

■Think globally, act locally and change personally !    

地球規模で考え、地域で活動し、自ら変わっていこう！

えひめグローバルネットワーク（地域ESD活動推進拠点）



  外務省 NGO相談員

■ 全国8EPOの中に開設されたセンターのひとつ

■ 2017年7月開設、現在7年目

■ 四国各県教育委員会・四国地域ESD推進拠点(17拠点）と連携

■ 全国8ヵ所にある環境省地方環境EPOのひとつ

■ 2007年1月より受託、香川県高松市に開所、現在17年目

■ 2016年度より愛媛・高知・徳島にデスクを設置 
■ 2021年より環境省四国事務所と協働でローカルSDGs四国事務局運営

■ 全国10ヵ所にあるネットワークNGO受託団体のひとつ

■ 2004年度より受託、現在20年目

■ 四国の国際協力NGOとODA情報を発信

環境省 四国環境パートナーシップオフィス（四国EPO)

環境省 & 文部科学省 四国ESDセンター

国際・環境・教育の３つの活動を相互に関連させグローカルに「つなぐ」

         市民活動を活性化し、市民社会の構築に「貢献」

ネットワーク・パートナシップで社会課題解決・改善を目指す！
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ESDについて



今、世界には気候変動、生物多様性の喪失、
資源の枯渇、貧困の拡大等人類の開発活動に
起因する様々な問題があります。

ESDとは、これらの現代社会の問題を自らの
問題として主体的に捉え、人類が将来の世代
にわたり恵み豊かな生活を確保できるよう、
身近なところから取り組む（think globally, 
act locally）ことで、問題の解決につながる
新たな価値観や行動等の変容をもたらし、
持続可能な社会を実現していくことを
目指して行う学習・教育活動です。

つまり、ESDは、持続可能な社会の
創り手を育む教育です。

ESD: Education for Sustainable Development

「持続可能な開発のための教育」

引用：https://www.mext.go.jp/unesco/004/1339970.

http://eco.env.go.jp/files/edu_conference_2302.pdf


■ESDの要素（持続可能な社会の構成概念）
ESDでは、単に知識を習得したり、活動に取り組むだけではなく、持続可能な社会の実現に向けて、
様々な課題の構造や課題解決に向けた行動が備えるべき要素を考えることが重要です。
プログラムを通して考えてほしい概念の例を示しています。

課題解決に向けた行動が備えるべき要素に関する概念課題の構造に関する概念

多様性

相互性

有限性 責任性

連携性

公平性
多様性
社会は多様な事物から成り立って
いること

相互性
社会は物や人が関わりあって成り
立っていること

有限性
社会を成り立たせている資源やエ
ネルギーには限りがあること

公平性
持続可能な社会は、権利の保障や恩恵の
享受が公平であること

連携性
持続可能な社会は、多様な主体が状況に
応じて互いに協力することで構築される
こと

責任性
持続可能な社会は、一人一人が責任と義
務を自覚し、行動することで構築される
こと



■ESDの視点に立った学習で重視する能力・態度
問題の解決に向けて、自ら考え、決定し、行動できるようになるために、必要となる能力や態度があります。
プログラムを通して身につけてほしい能力・態度の例を示しています。

未 来

多 面

伝 達

参 加

関 連

協 力

未来像を予測して計画を立てる力
あるべき未来像を考えて、それを他者と共有
しながら、物事を計画する力

多面的、総合的に考える力
物事の関りや広がりを理解し、それらを多面
的、総合的に考える力

コミュニケーションを行う力
自分の気持ちや考えを伝えるとともに、他者
の気持ちや考えを尊重するために、積極的に
コミュニケーションを行う能力

批 判
批判的に考える力
合理的、客観的な情報や公平な判断に基づい
て物事の本質を考え、建設的に判断していく
力

つながりを尊重する態度
いろいろな物事と自分とのつながりに関心を
もち、それらを大切にしようとする態度

進んで参加する態度
自分の発言や行動に責任をもち、自分の役割
を理解するとともに、物事に主体的に参加し
ようとする態度

他者と協力する態度
他者の立場に立って考えや行動を考え、他者
と協力・協同しながら物事を進めようとする
態度



引用：令和４年度 地方公共団体
環境教育担当者会議 (env.go.jp)

「ESD地域ミーティング 
in 愛媛」を2003年6月

に松山で開催
ESDの始まり！

http://eco.env.go.jp/files/edu_conference_2302.pdf
http://eco.env.go.jp/files/edu_conference_2302.pdf


引用：http://eco.env.go.jp/files/material_r409.pdf



引用：令和４年度 地方公共団体環境教育担当者会議
(env.go.jp)

http://eco.env.go.jp/files/edu_conference_2302.pdf


• 引用：令和４年度 地方公共団体環境教育担当者会議 (env.go.jp)

http://eco.env.go.jp/files/edu_conference_2302.pdf


https://shik
oku.esdcente
r.jp/

• 引用：令和４年度 地方公共団体環
境教育担当者会議 (env.go.jp)

地域ESD拠点とは？

地域や社会の課題解決に関する学びや
活動に取り組み、ESDを支援・推進す
る役割を担う組織・団体。
文部科学省と環境省によって開設され
たESD活動支援センターが登録を行う。

http://eco.env.go.jp/files/edu_conference_2302.pdf
http://eco.env.go.jp/files/edu_conference_2302.pdf


❷ 高松ユネスコ協会

❾ うどんまるごと循環プロジェクト

⓯ 善通寺こどもエコクラブ

❹ 株式会社 ハレルヤ

❿ 一般社団法人そらの郷

⓫ パンゲアフィールド

⓬ 株式会社 井上組

⓳ YMCA阿南国際海洋センター

～四国には20の地域EＳＤ拠点があります （R5年8月末現在）

❺ 株式会社 土佐山田ショッピングセンター

❻ 室戸ジオパーク推進協議会

⓭ 株式会社 相愛

香川県

高知県

徳島県

❶ 新居浜市教育委員会

❸ IKEUCHI ORGANIC株式会社

❼ 株式会社平野 平野薬局

❽ NPO法人 えひめグローバルネットワーク

⓮ 一般社団法人ノヤマカンパニー

⓰ NPO法人 どんぐり王国

⓱ えひめ森林公園

⓲ 株式会社タイチ

新居浜市生涯学習センター

愛媛県

⓲

⓳

■四国のESD拠点

全国では182の地域ESD拠点が
あります （R5年8月8日現在）

20

20



●2022年度
 「四国ESD
フォーラム」
を開催

●2023年度、
2024年度も、
新居浜市で

 「四国ESD
フォーラム」
を開催予定

●新居浜市の
ESD推進に貢献

●全国発信の場
として活用



えひめグローバルネットワークのESD取組紹介
①モザンビークESD、②東雲公園ESD、③愛媛森林公園ESD



首都マプト

モザンビーク共和国・概要

・面 積： 79.9万㎡ (日本の約2.1倍)

・首 都： マプト 人口約112万人【2017モザンビーク統計局】

・人 口： 約3,296万人【2022 世銀】

・言 語： ポルトガル語
・成人識字率：        58.8％ 【2014-2015 UNDP】

・出生時平均余命：    60.2歳 【2019 UNDP】

・HIV感染率：       10.5％ 【2015 UNDP】

・国民総所得（GNI）： 149億ドル【2019世銀統計】

・一人当たりGNI：     480ドル【2019世銀統計】

・人間開発指数（HDI):   184位 【2021 UNDP】日本は19位

・歴史■1975年 ポルトガルから独立
 ■1992年 モザンビーク内戦終結

  ■2008年 ゲブザ大統領が愛媛訪問
■2019年 内戦後27年ぶりの和平

⇒レナモの武装解除開始！ 



松山市の放置自転車は
市民活動への無償提供
を提案⇒可能となった！

放置自転車も
減少！

 2000～2012年で合計7回、
放置自転車660台を輸送
モザンビークで銃と交換、
平和な社会づくりを支援

モザンビークNGOによる「銃を鍬へ」平和構築プロジェクトを支援
松山市と連携・協働しながら武器と放置自転車をなくす活動を展開



武器を造らない社会を創ろう！
■回収された武器で、アーティストが「武器アート」を製作
■武器アートは、大英博物館・民族学博物館、聖心女子大学で常設展示！
■松山市平和資料展で毎年展示 ⇒ 2023年は広島・京都で展示

            ■平和の語り部、MIC-ESDコーディネーター派遣で「学び」をつなぐ



モザンビーク・オリパラのホストタウンに！
2018年 在モ日本大使館 池田大使の知事表敬、モオリンピック委員会が愛媛県内視察

2019年 愛媛県・松山市・新居浜市・伊予市「 東京オリンピック事前合宿に関する基本合意書」締結

2018～2021年 モザンビークのオリ・パラ選手団とまちぐるみの交流・応援

2021～現在 イラーリオさんとの交流、障がいのあるアスリート支援実施中

オリパラ大会後、パラ陸上選手のイラー
リオさんから失明の危機の連絡を受け
て手術代・メガネ代を募金で応援。
⇒目の手術が成功し見えるようになっ
たことで、しょうがい者理解と交流の輪
が広がりつつある。



新玉小学校(2011年よりユネスコスクール）の

卒業生7名が「Bridge of friendship」というNGOを

立ち上げ、2022年度「松山市次世代育成補助金」を活用し、

モザンビークとの交流を開始。

メンバー1名が、2023年8～9月に

モザンビークを訪問！

   

 国際交流・国際協力活動の「継続」は、
国境を越えて人と人の「信頼」を築き、

SDGs達成への道（未来）を切り拓く！

グローカル（グローバルとローカル）に取り組んで

多文化共生型・魅力あるまちづくりに活かそう！

平和な社会
持続可能な社会

国際貢献

国際協力

国際交流





心の復興・平和な社会づくり活動
を継続して展開中



東雲公園ESD（防災コミュニティファーム）

EPO
～SDGs達成に

向けた～

持続可能な地域
の創り手を育む
“学びの場”

づくり
ガイドブック

P39-40 より引用

2013年度
開始

愛媛大学が
プログラム

開発

環境省
ESDモデル
プログラム

採択

松山市長・タウンミーティングで未利用地の活用を提案！



東 雲公園ESD ～災害に強いまちづくりのために～

～SDGs達成に
向けた～

持続可能な地域
の創り手を育む
“学びの場”

づくり
ガイドブック

P39-40 より引用

住民と留学生の
交流型防災
イベント

①多文化共型・
減災社会づくり

＋
②四国災害支援
ネットワーク

形成

発展的に展開中



えひめ森林公園ESD
プログラム

■ 2021年度より、愛媛県受託事業として
 えひめ森林公園をフィールドとした
「えひめ森林公園ESDプログラム」を開発。
 ①どんぐりと遊ぼう！
 ②森林の働きを知ろう！
 ③シイタケについて知ろう！

■ 2022年度より、伊予市内の小学校による
 モデル授業の実践に取り組んでいる。
 

■ 2023年度より、中学生向けプログラム作り
 を検討中。



SDGsサミット中間報告



○国連総会ハイレベル・ウィークに合わせて、9月18～19日にニューヨー
クの国連で、SDG Summit 2023が4年ぶりに開催された。

○SDGsの進捗として、目標は15％しか達成できていない、多くが逆行し
ている。「達成は危機に直面している」として、取り組みの加速を求
める政治宣言として、SDGs救済計画が打ち出された。

○開発のやることリストは、単なる宿題（ホームワーク）ではなく、希
望に向けた取り組み（ホープワーク）である。
※達成できていないネガティブな状況では社会は変わらない、希望を
持つことが必要。

○SDGsの後半戦に向けて…
＊ゲーム・チェンジャーとして大きなインパクトが見込まれる６つの
分野での移行（1．食料システム、２．再生可能エネルギー、３．デ
ジタル化、４．教育、５．社会的保護と雇用、6．気候変動・生物多
様性の喪失・汚染との闘い）

＊そのすべてに横断的に必要とされる完全なジェンダー平等の実現
＊これらのハイ・インパクト分野での移行の実現を後押しする５つの
分野（SDG刺激策・貿易・地域での実施・公共セクターの能力強
化・データの恩恵）

以上を統合的に整理した枠組みが、議論の方向性となる。

SDG Summit 2023

提供：
ひろしま
NPO
センター
松原氏



○SDGサミットと並行して、9月20日に「気候野心サミット」が開催
された。

○「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時代が到来した。」、
劇的かつ早急な気候アクションが必要。

○ニューヨーク市街地では、7万人の気候マーチ「Climate Week
NYC」が実施された。

○日本からはSDGs市民社会ネットワーク等のNGO/NPOがSDGサ
ミット2023及び関連イベントに参加した。

提供：
ひろしま
NPO
センター
松原氏



ご清聴ありがとうございました！
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